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7
月
18
、
19
日
に
本
部
賃
金
対

策
部
で
、
臨
時
電
話
を
開
設
し

「
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

行
な
い
ま
し
た
。

五
輪
関
連
な
ど
建
設
工
事
が
続

く
中
で
、
建
設
現
場
に
外
国
人
労

働
者
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
過
酷
な
労
働
条
件
に

置
か
れ
て
い
る
者
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
東
京
土
建
で
は
す
べ
て

の
建
設
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
た

め
に
も
外
国
人
労
働
者
問
題
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
一
環

と
し
て
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
人
就
労

者
を
対
象
に
電
話
で
の
労
働
相
談

を
行
な
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
東
京
土
建
Ｈ
Ｐ
へ
の

動
画
公
開
、
新
聞
折
り
込
み
、
大

久
保
、
新
大
久
保
駅
で
の
チ
ラ
シ

配
布
と
、
短
期
間
で
あ
っ
た
も
の

の
労
働
相
談
を
告
知
し
、
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

当
日
の
相
談
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
通
訳
、
労
働
相
談
に
経
験
豊
富

な
東
京
地
評
な
ど
の
労
働
組
合
専

従
者
、
弁
護
士
な
ど
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
え
ま
し
た
。
都
内
の
従
業

員
1
0
0
0
人
を
超
す
事
業
所
で

働
く
と
い
う
実
習
生
か
ら
最
賃
以

下
と
思
わ
れ
る
低
賃
金
、
休
憩
時

間
も
ろ
く
に
な
い
長
時
間
労
働
、

休
日
が
不
定
期
な
こ
と
、
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
本
部
賃
金
対
策
部
で
は
、今

後
、問
題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
も
含

め
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

「
原
発
廃
止
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
実

現
す
る
た
め
の
改
革
基
本
法
案
」
（
原
発

ゼ
ロ
基
本
法
案
）
の
国
会

審
議
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
昨
年
3
月
に
野
党
4

党
が
提
出
し
た
「
原
発
ゼ

ロ
基
本
法
案
」
は
、
①
施

行
後
5
年
以
内
に
全
て
の

実
用
発
電
用
原
子
炉
等
の

運
転
廃
止
、
②
電
気
需
要

量
を
2
0
1
0
年
比
で
2

0
3
0
年
ま
で
に
30
％
以

上
削
減
、
③
2
0
3
0
年
ま
で
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
供
給
量
に
占
め
る

割
合
を
40
％
以
上
と
す
る
、
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
昨
年
7
月
閣
議
決
定
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
、
原
発
を
「
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」と
位
置
づ
け
、「
老

朽
化
し
た
原
発
を
含
む
既
存
の
原
発
の
再

稼
働
で
2
0
3
0
年
度
の
電
力
の
2
割
を

ま
か
な
う
」
と
し
て
お
り
、
原
発
依
存
に

固
執
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
福
島
で
は
避
難
指
示
解
除
が
進

ん
で
も
、
除
染
が
不
十
分
な
ま
ま
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
も
崩
壊
し
、
多
く
の
住
民
が
故

郷
に
戻
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
避
難
指

示
解
除
と
連
動
し
て
住
民
へ
の
賠
償
が
打

ち
切
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
2
0
1

1
年
に
政
府
が
発
表
し
た
「
原
子
力
緊
急

事
態
宣
言
」
も
解
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
原

発
事
故
は
収
束
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
の
国
会
審
議
を
求

め
る
声
は
市
民
の
中
か
ら
も
上
が
っ
て
い

ま
す
。
国
会
審
議
を
要
請
す
る
緊
急
署
名

は
5
月
10
日
ま
で
の
1
カ
月
で
2
5
9
8

団
体
に
達
し
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
1
0
0

0
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
と
原
発
を
な

く
す
全
国
連
絡
会
が
国
会
へ
署
名
を
提
出

し
ま
し
た
。
国
民
の
声
は
圧
倒
的
に
「
原

発
ゼ
ロ
・
再
稼
働
ノ
ー
」
で
す
。

2
0
1
3
年
9
月
か
ら
15
年
8
月
に
か

け
て
原
発
稼
働
ゼ
ロ
で
も
電
力
が
ま
か
な

え
ま
し
た
。
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
実
現
す
る

可
能
性
は
開
け
て
い
ま
す
。
原
発
依
存
社

会
か
ら
脱
し
、
「
原
発
ゼ
ロ
の
日
本
」
に

進
む
た
め
、
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
」
の

国
会
審
議
を
求
め
て
行
き
ま
す
。

通訳者（右）を通して相談者に助言する
右から北川東京土建書記次長、柴田東京
地評副議長、伊藤弁護士

7
月
10
日
、
東
京
都
連
で
は
都

心
部
に
あ
る
中
規
模
建
設
企
業
へ

の
要
請
懇
談
行
動
を
行
な
い
、
39

人
（
東
京
土
建
は
24
人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
9
時
半
に
総
連
会
館
に
集

合
し
、
意
思
統
一
。
①
賃
金
単
価

の
引
き
上
げ
、労
働
環
境
の
改
善
、

②
働
き
方
改
革
の
推
進
、
③
建
退

共
制
度
へ
の
協
力
な
ど
に
つ
い

て
、
「
懇
談
」
す
る
ス
タ
ン
ス
で

の
ぞ
む
こ
と
を
確
認
し
、
3
人
程

度
の
班
に
分
か
れ
、
17
社
を
訪
問

し
ま
し
た
。

伊
藤
組
土
建
㈱
東
京
支
店
（
以

下
、
伊
藤
組
）
と
の
懇
談
に
は
東

京
土
建
足
立
支
部
の
林
常
任
、
小

野
常
任
、
葛
飾
支
部
の
益
子
副
委

員
長
が
出
席
。
伊
藤
組
自
体
も
職

人
の
確
保
に
苦
心
し
て
お
り
、
建

設
業
界
あ
げ

て
の
賃
金
単

価
の
引
き
上

げ
の
必
要
性

は
共
有
で
き

ま
し
た
。
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ

い
て
は
、
一

部
現
場
で
テ

ス
ト
す
る
準

備
が
あ
る
も

の
の
労
働
者

の
カ
ー
ド
取

得
が
遅
れ
、

進
ん
で
い
な

い
。
土
曜
閉

所
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
今
年
度
内

に
4
週
6
休
の
達
成
を
計
画
し
て

い
る
が
、
民
間
現
場
で
の
困
難
さ

が
あ
る
、
建
退
共
制
度
は
積
極
推

進
の
立
場
で
あ
り
、
土
木
で
は
1

0
0
％
、
建
築
で
の
60
％
は
請
求

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

約
1
時
間
の
懇
談
で
し
た
が
、

友
好
的
な
話
し
合
い
に
な
り
ま
し

た
。

メーデーデコを先頭にデモ行進

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
7
月
10
日
夜
に
蚕
糸
の
森

公
園
に
1
3
5
人
（
杉
並
支
部
か

ら
55
人
）
が
集
ま
り
、
杉
並
区
民

集
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

杉
並
支
部
の
大
戸
委
員
長
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
原
田
あ

き
ら
都
議
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

東
京
都
の
予
算
15
兆
円
だ
け
で
も

福
祉
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
上
回

る
こ
と
を
挙
げ
、
税
金
の
使
い
方

の
転
換
を
訴
え
ま
し
た
。

テ
ー
マ
ご
と
の
報
告
で
杉
並
民

商
が
消
費
税
の
報
告
。
増
税
を
2

度
延
期
さ
せ
た
の
だ
か
ら
3
度
目

も
と
の
訴
え
。
実
態
は
輸
出
奨
励

金
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
反

対
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

東
京
土
建
杉
並
支
部
か
ら
は
栗

林
賃
対
部
長
が
、
7
年
間
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
が
あ
が
り
続
け

た
の
に
現
場
賃
金
調
査
で
は
ほ
と

ん
ど
賃
金
が
あ
が
っ
て
い
な
い
こ

と
を
報
告
し
、
公
契
約
条
例
の
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
は
、
メ
ー
デ
ー
で

作
っ
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
先
頭

に
、
青
梅
街
道
を
杉
並
区
役
所
ま

で
デ
モ
行
進
。
消
費
税
増
税
や
憲

法
改
悪
の
阻
止
、
共
謀
罪
や
安
保

法
制
の
廃
止
、
公
契
約
条
例
の
制

定
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

全
建
総
連
・
東
京
都
連
合
会（
以

下
、
都
連
）
は
7
月
19
日
、
荒
川

区
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
第

59
回
定
期
大
会
を
開
催
。
全
体
で

2
3
4
人
（
東
京
土
建
は
1
2
7

人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

菅
原
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
来
賓
を
紹
介
。
全
建
総

連
の
北
関
東
地
方
協
議
会
の
森
田

議
長
と
南
関
東
地
方
協
議
会
の
鈴

木
議
長
の
他
、都
議
会
各
会
派（
都

フ
ァ
、
公
明
、
自
民
、
共
産
、
立

民
、
ネ
ッ
ト
）
の
代
表
か
ら
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
基
調
報
告
と
各
専
門
部
報

告
・
提
案
を
受
け
て
の
討
議
で
は
、

全
国
国
民
年
金
基
金
を
全
建
総
連

や
都
連
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
る
の
か
、
現
場
で
の
ア
ス
ベ

ス
ト
曝
露
対
策
に
対
し
て
東
京
都

へ
補
助
を
要
請
し
て
ほ
し
い
な

ど
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

委
員
長
・
菅
原
良
和
（
建
設
ユ
ニ

オ
ン
）
。
副
委
員
長
・
月
居
利
久

（
東
京
建
設
）
、
木
賀
聖
司
（
東

建
従
）、松
本
久
人（
東
京
土
建
）。

書
記
長
・
宮
本
英
典（
東
建
産
）。

書
記
次
長
・
堀
井
晶
（
東
京
建

設
）、
長
谷
部
康
幸（
東
建
従
）。

伊藤組土建との懇談の際に協定書を
受け取る林さん（右）

7
月
19

日
、
国
会
議

員
会
館
前

で
、
46
回
目

と
な
る
月
例

の
総
が
か
り

行
動
が
行
な

わ
れ
、
1
5

0
0
人
（
東

京
土
建
は
63

人
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

主
催
者
あ

い
さ
つ
で
の

福
山
真
劫
共

同
代
表
は
前

日
の
京
都
ア
ニ
メ
放
火
事
件
の
犠

牲
者
へ
ご
冥
福
と
回
復
へ
の
祈
り

を
捧
げ
た
い
と
し
た
う
え
で
、「
来

週
、
ボ
ル
ト
ン
大
統
領
補
佐
官
が

来
日
す
る
。
ア
メ
リ
カ
は
有
志
連

合
を
呼
び
掛
け
、
イ
ラ
ン
危
機
を

意
図
的
に
作
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
イ
ラ
ン
侵
略
に
日
本
を
絶
対

に
加
担
さ
せ
な
い
」
と
強
調
し
、

①
9
条
改
憲
を
絶
対
に
許
さ
な

い
、②
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
、

③
北
東
ア
ジ
ア
平
和
地
帯
を
つ
く

る
た
め
に
も
日
韓
、
日
朝
の
関
係

の
改
善
を
日
本
政
府
に
要
求
す

る
、
④
参
議
院
選
挙
で
立
憲
野
党

を
最
後
ま
で
全
力
で
支
援
す
る
、

と
い
う
課
題
を
確
認
し

ま
し
た
。

法
律
学
者
の
広
渡
清

吾
東
大
名
誉
教
授
や
千

葉
の
市
民
連
合
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
の
ス
ピ
ー
チ

の
他
に
、
山
添
拓
（
参

・
共
産
）
、
大
河
原
雅

子
（
衆
・
立
民
）
の
国

会
議
員
が
選
挙
へ
の
協

力
と
4
つ
の
課
題
を
支

持
す
る
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

国会に向かってコール

求

人

ベ
ト
ナ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

ベ
ト
ナ
ム
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設

杉並で区民集会デモ
公契約の必要性も訴えて

苛
酷
な
就
労
の
告
発
が

苛
酷
な
就
労
の
告
発
が

許すなイラン侵略
月例総がかりで声上げる

未
来
あ
る
建
設
業
に

都
内
中
規
模
企
業
と
懇
談

年
金
基
金
等
で
討
議

原
発
ゼ
ロ
法
案
審
議
せ
よ

東
京
都
連
５９
回
大
会
開
く


